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                研究目的
 高周波数振動流ポンプ (VFP) を用いた左心補助循環時の生体循環系に与える影響を評価 し,
 VFP による補助循環の臨床応用の可能性を検討す る。
                研究方法
  成山羊 10 頭を用いて, VFP を用いた左室脱血完全左心補助循環と遠心ポンプ (CP) によ
 る無拍動流の血行動態を比較し, 末梢血管抵抗について検討を行った。 また, VFP による補助
 循環が, 自律神経活動に及ぼす影響を把握するために, 非線形数学解析を用いて大動脈圧と心拍
 変動の経時的な変化のパワースペクトル解析, またフラクタル次元による循環動態の検討を行っ
 た。
                研究結果
 補助循環ポンプの脱血部位を左心室と し, 良好な 100%バイ パスが得られた。 高周波数 VFP
 には脈圧が遠心ポンプより大きい。 圧波形及 び流量波形では自然心臓に近い拍出波形が得られて
 いる。 VFP による完全左心バイ パスでは, 無拍動流による左心バイ パスに比べ大動脈圧と末梢
 血管抵抗に与える影響が少ない傾向があった。 慢性実験では, 補助循環の場合は心拍変動のLF
 /HF, 平均大動脈圧の HF と LFIHF 及び拡張期圧の HF 成分が有意に増加する傾向を認めた。
 平均大動脈圧と収縮期圧のフラクタル次元は補助循環時に有意に増加する傾向を認めた。
                結論
 VFP による完全左心補助循環は CP による補助循環と比較して, より生理的な血行動態を得
 られる可能性が示された。 人工心臓によって自律神経系が影響を受けていることが判明した。
 VFP は従来の容積型ポンプと比較して, 一回拍出量が小さいポンプ設計であり, 小型で安価な
 埋め込み型人工心臓として, 将来臨床に応用できる可能性が期待された。
              研究の意義・独創的な点
 左室脱血完全左心補助循環時の振動流循環と無拍動流循環の血行動態への影響について検討を
 行った。 VFP 補助循環下の自律神経活動を検討した報告は少ない。 特に覚醒下における VFP 補
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 助循環が自律神経活動に与える影響はよく分かってな い。 今回はスペク トルとフラクタル次元解
 析方法を用いて, 血圧変動 (平均血圧, 収縮圧, 拡張圧) と心拍変動を補助循環中に検討した。
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 審査結果の要旨
 重症心不全患者に対する治療法と して, 補助人工心臓が心臓移植へのブリッジユースなどとし
 て用いられている。 人工心臓は拍動流と無拍動流の二つに分類されているが, どちらが血行動態
 的に優れているかに関 しては, 未だ意見の一致をみていない。
 今回の研究では高周波振動流ポンプ (以下VFP) によって高速振動流という従来の生体に存
 在しない高い周波数帯域の血流波形を用い, 完全左心バイパス時の血行動態に与える影響につい
 て検討を行った。 また非線形解析方法を用いて, VFP による補助循環の自律神経活動に与える
 影響について検討を行った。
 今研究では痲酔下において, 健常成山羊10頭を用いて, 左室脱血一大動脈選曲による完全左心
 バイパス時の, VFP を用いた振動流補助循環と現在実用化されている遠心ポンプによる無拍動
 流補助循環時の血行動態への影響を比較した。
 また健常成山羊10頭を用いて, 左房脱血一大動脈送血方式による左心補助を行い, 覚醒状態で
 の VFP による補助循環が自律神経活動に及ぼす影響を把握するため, 心拍変動と大動脈圧の経
 時的な変化のパワースペクトル, またフラクタル次元による循環動態の検討を行った。
 その結果, 急性実験において, 大動脈圧と末梢血管抵抗は VFP 及び遠心ポンプのいずれのポ
 ンプを用いて も低下する傾向が認められた。 VFP では遠心ポンプと比較 して大動脈圧および血
 管抵抗の減少が少なかった。 遠心ポンプによる補助循環では, 振動流より脈圧が有意に減少する
 ことが認められた。
 慢性実験では, VFP による補助循環時において, 心拍変動の LF/HF, 平均大動脈圧の HF と
 しF/HF 及び拡張圧の HF 成分が有意に増加する傾向を認めた。 平均大動脈圧と収縮期圧のフラ
 クタル次元は補助循環時に有意に増加する傾向を認めた。
 このように VFP による補助循環 は遠心ポンプよ り生理的な血行動態を得 られる可能性が示さ
 れた。 このポンプは一回抽出量が小さくて も十分な心拍出量を得ることができ, ポ ンプの小型化
 の面で有利と考えられ, 将来の臨床応用の可能性が期待される。
 以上, 初めて左室脱血100%バイパス時の振動流循環と無拍動流循環の血行動態への 影響につ
 いて比較検討を行い, さらにスペクトル解析とフラクタル次元解析を用いて, 覚醒状態下の血圧
 変動 (平均血圧, 収縮圧, 拡張圧) と心拍変動を補助循環中に検討した結果は, 今後の埋込型人
 工心臓の開発研究の方向性において有用な貢献をもたらすもので, 学位授与に値するものと考え
 られる。
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